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【手続補正書】
【提出日】平成30年3月13日(2018.3.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）：式
【化１】

［式中、Ｒ１は、
【化２】

であり、
　Ｒ２は、－ＯＨ、Ｎ３、または－Ν（Η）Ｃ（＝Ｏ）ＣＨ３である］の化合物またはそ
の塩、
　（Ｂ）：式
【化３】

［式中、Ｒ１は、－ＯＣ（Η）（Ｘ）（ＣＨ２）ｎＣ（＝Ｏ）ＯＨであり、
　Ｒ２は、－ＯＨ、Ｎ３、または－Ν（Η）Ｃ（＝Ｏ）ＣＨ３であり、
　Ｘは、－ＣＨ３、－ＣＨ２ＯＨ、またはＣＨ２Ｃ（＝Ｏ）ＯＨであり、
　ｎは、０または１である］の化合物またはその塩、
　（Ｃ）：式
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【化４】

［式中、Ｒ１は、－ＯＣ（Η）（Ｘ）（ＣＨ２）ｎＣ（＝Ｏ）ＯＨであり、
　Ｒ２は、－ＯＨ、Ｎ３、または－Ν（Η）Ｃ（＝Ｏ）ＣＨ３であり、
　Ｘは、－Ｈ、－ＣＨ３、－ＣＨ２ＯＨ、またはＣＨ２Ｃ（＝Ｏ）ＯＨであり、
　ｎは、０または１である］の化合物またはその塩であって、
　前記化合物が
【化５】

であり、かつＲ２がＯＨであり、ＸがＣＨ３であり、ｎが０であるとき、当該化合物は、
【化６】

であり；
　前記化合物が

【化７】

であり、かつＲ２がＯＨであり、ＸがＨであり、ｎが０であるとき、当該化合物は、
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【化８】

であり；および
　前記化合物が
【化９】

であり、かつＲ２がＯＨであり、ＸがＣＨ２ＯＨであり、ｎが０であるとき、当該化合物
は、

【化１０】

である化合物またはその塩。
【請求項２】
　前記化合物のα／βアノマー比は、１：１から９９：１までである、または９９：１よ
り大きい請求項１に記載の化合物またはその塩。
【請求項３】
　前記（Ｂ）の式中のＲ１が

【化１１】

である請求項１の化合物またはその塩。
【請求項４】
　前記（Ｂ）の式中のＲ１が
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【化１２】

である請求項１の化合物またはその塩。
【請求項５】
　前記（Ｃ）の式中のＲ１が

【化１３】

である請求項１の化合物またはその塩。
【請求項６】
　前記（Ｃ）の式中のＲ１が

【化１４】

である請求項１の化合物またはその塩。
【請求項７】
　前記化合物が
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【化１５－１】
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【化１５－２】
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【化１５－３】

である請求項１の化合物またはその塩。
【請求項８】
　請求項１から請求項７までのいずれか一項に記載の少なくとも１種の化合物またはその
塩、および生物学的物質を含む組成物。
【請求項９】
　さらにバッファーを含む請求項８の組成物。
【請求項１０】
　前記生物学的物質は、ポリペプチドである請求項８に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記ポリペプチドは、酵素、抗体、血漿タンパク質、ホルモン、インスリン、リンゴ酸
デヒドロゲナーゼ、ブドウ球菌性ヌクレアーゼまたはリゾチームである請求項１０の組成
物。
【請求項１２】
　式Ｉ：

【化１６】

［式中、Ｒ１は、－ＯＣ（Η）（Ｘ）（ＣＨ２）ｎＣ（＝Ｏ）ＯＨであり、
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　Ｒ２は、－ＯＨ、－Ｎ３、もしくは－Ν（Η）Ｃ（＝Ｏ）ＣＨ３であり、または
　Ｒ１およびＲ２は、それらが結合している炭素原子と一緒になって
【化１７】

を形成し、
　Ｒ３は、－Η、－ＣＨ３、－ＣＨ２Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ、または－ＣＨ２ＯＨであり、
　Ｘは、－Η、－ＣＨ３、－ＣＨ２ＯＨ、またはＣＨ２Ｃ（＝Ｏ）ＯＨであり、
　ｎは、０または１であり；
　前記化合物が

【化１８】

であり、かつＲ２がＯＨであり、ＸがＣＨ３であり、ｎが０であるとき、当該化合物は、
【化１９】

またはその塩であり；
　前記化合物が
【化２０】

であり、かつＲ２がＯＨであり、ＸがＨであり、ｎが０であるとき、当該化合物は、
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【化２１】

またはその塩であり；
　前記化合物が
【化２２】

であり、かつＲ２がＯＨであり、ＸがＣＨ２ＯＨであり、ｎが０であるとき、当該化合物
は、
【化２３】

またはその塩であり；
　前記化合物が
【化２４】

であり、かつＲ２がＯＨであり、ＸがＣＨ２ＯＨであり、ｎが０であるとき、当該化合物
は、
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【化２５】

またはその塩である］の少なくとも１種の該化合物またはその塩を、生物学的物質を含ん
でいる溶液へ加えて、安定した溶液を形成することを含む、生物学的物質を安定させる方
法。
【請求項１３】
　前記化合物のα／βアノマー比は、１：１から９９：１までである、または９９：１よ
り大きい請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　（ａ）Ｒ１が
【化２６】

　（ｂ）Ｒ２が－ＯＨ、または－Ν（Η）Ｃ（＝Ｏ）ＣＨ３である；請求項１２の方法。
【請求項１５】
　Ｒ１が
【化２７】

である請求項１２の方法。
【請求項１６】
　Ｒ１およびＲ２は、それらが結合している炭素原子と一緒になって
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【化２８】

を形成している請求項１２に記載の方法。
【請求項１７】
　Ｒ３が－ＣＨ３、または－ＣＨ２ＯＨである請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記化合物は、

【化２９－１】
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【化２９－２】
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【化２９－３】

またはその塩である請求項１２の方法。
【請求項１９】
　前記安定した溶液を乾燥する工程をさらに含む請求項１２から請求項１８までのいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項２０】
　前記生物学的物質は、ポリペプチド、酵素、抗体、血漿タンパク質、ホルモン、インス
リン、リンゴ酸デヒドロゲナーゼ、ブドウ球菌性ヌクレアーゼまたはリゾチームである請
求項１２から請求項１９までのいずれか一項に記載の方法。
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